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研究成果の概要（和文）：本研究では、住生活文化に焦点を当て、持続可能な社会の構築につながる教育の創造
をめざした。具体的には、若者の住文化理解に関する実態や教科書記述内容の調査、住文化に関連する国内外の
社会教育施設の調査を行い、その結果をもとに教材や授業の開発を行った。
開発教材や授業は中学校の家庭科で実施し、授業中の生徒の発言、ワークシート記述、授業後の教員アンケート
の結果等からその効果を検討した。その結果、生徒の興味・関心を高め、深い学びとなっていることが成果とし
て得られた。また、教員志望の大学生と共に地域の野外民家博物館を視察し、小学生が社会科見学等で活用でき
るワークシート教材を開発することができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we will focus on the culture of housing and living, and 
create education with the aim of building a sustainable society. First of all, we conducted a survey
 on the actual situation of young people's understanding of living culture and the contents of 
textbooks. Next, we conducted a survey of social education facilities in Japan and overseas related 
to housing culture. Based on the results, teaching materials and classes were developed.
Teaching materials and classes were provided at home economics. We examined the effects of these 
measures based on the statements made by students during classes, the descriptions in worksheets, 
and the results of teachers' questionnaires after classes. As a result, it was found that students' 
interest was increased and they learned a lot. Another achievement was the study tour of a local 
open-air folk house museum and the development of teaching materials that can be used by elementary 
school students for field trips.

研究分野： 住居学，家庭科教育，ESD

キーワード： 住教育　住文化教育　家庭科　教材開発 　授業開発　ミュージアム（博物館）　ESD

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は住文化に関する教材と授業の開発を目的として行ったものである。単に文化の理解や継承をめざすだけ
でなく、持続可能な社会をつくるという視点を意識している点に独自性があると考えている。持続可能な社会の
構築という視点は、家庭科の学習指導要領にも記載されるなど、あらゆる教育に求められていることから、本研
究成果は今後の教育実践の質向上に貢献するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
グローバリゼーションの進展の中、伝統的生活文化への理解や継承は地域づくりとも関わっ

て、社会的課題となっている。また、教育界では ESD（持続可能な開発のための教育）の推進
も求められており、住生活に関する学びにおいても文化をとりあげることは「持続可能な社会の
構築」という視点からも不可欠である。 
筆者らは、これまでに住まい・住環境に関するリテラシーの育成を重視し、教材開発やカリキ

ュラム開発に取り組んできた。そのキーワードとしては「環境共生」「地域づくり」「安心・安定」
等があり、研究成果として、家庭科カリキュラムや教材の開発を行うことができ、学会発表や講
演、家庭科教科書や資料集の執筆などの形で、社会にも発信することができた。しかし、住まい・
住環境に関わる課題は今もなお各地域に存在し、少子高齢化や産業の不振、価値観の変化等を背
景に、伝統的な生活文化は失われつつあり、子どもたちの生活経験も貧弱になっている。  
しかし、地域の伝統的な住まいや暮らしから学べることは多様であり、伝統的生活文化の学び

は、暮らしやものを大切にする価値観形成にもつながり、地域づくりへの貢献や環境問題への対
処、自立した生活者の育成にもつながっている。東日本大震災においても、地域のつながりや伝
承が災害時に活かされた例などの報告がある。人々が住まい・住環境の課題に主体的に取り組む
上でも、生活文化を理解し、次世代に継承、発展させていくことは意義あることといえる。 
これまでに取り組まれた住生活文化に関する研究としては、例えば、碓田ら（2007）が、地方

都市での住文化継承の活動について実態調査を行いまちづくりと関連付けて述べている。また、
田中ら（2009）も、民家再生と地域住文化の伝承に関連して調査を行っている。奥田ら（2010）
は小学生の伝統的住生活に関する経験の調査を行い、住文化を教育で扱うことの重要性を指摘
している。しかし、いずれも住文化を伝える重要性については述べているが、具体的で効果的な
教育内容や方法の提案、実践による検証まではされておらず、今後は具体的な教材開発や授業実
践とその有効性の検証が求められる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、住生活に関する生活文化に焦点を当て、単なる継承としてではない持続可能な社

会の構築をめざした住文化教育の創造に向けて、実践的研究を行う。具体的には、実態調査をふ
まえて住生活文化に関する有効な教材および教育内容・方法の開発を行い、実践による効果の検
証を行い、成果を幅広い分野に向けて発信する。 
 
３．研究の方法 
（１）若者の伝統的住文化に関する知識・理解の実態調査を行い、分析・考察を行う。調査内容
は日本の伝統的な住居に関する知識の実態についてであり、写真に名称をあてはめる、言葉と意
味内容を結び付けるなどである。 
（２）教材教材としての伝統的な住まいやまちなみの可能性を探るために、国内外の伝統的な住
まいやまちなみに関する保全状況と教育的取り組みの現状を視察し、子どもたちが住文化につ
いて学ぶ場としての可能性を探る。さらに、身近な施設において活用可能な教材を開発し、開発
した教材を施設に提供し、子どもたちの学習の支援につながるものとする。 
（３）日本の小学校における住文化に関する教育の現状を把握するために、小学校全教科の教科
書を調査し、住文化に関する記載内容を抽出し整理する。 
（４）中学校家庭科住生活分野において、住文化の視点を取り入れた教材・授業について研究・
開発し、実際に中学校で授業を行い、その有効性を検証する。 
 
４．研究成果 
（１）若者の伝統的住文化に関する知識・理解の実態について地域による違いの有無を検討する
ため、若者に対するアンケート調査を実施し集計を行った。調査内容は、伝統的住まい内部の名
称や建材・建具に関すること、畳に対するイメージや経験を問うもの、説明文や写真と住まい関
連単語を結びつけるような調査も含むものであった。調査の結果、中学生から大学生まで、日本
の住文化に関する知識や理解が十分でなく、教育内容や方法について検討する必要があること
がわかった。東京と地方の大学生に同じ住文化に関する実態調査を行った結果を分析したとこ
ろ、東京と地方という異なる地域にある大学間であっても結果に大きな違いがみられないこと
も確認でき、床の間やいろりなど、大人にとっては当たり前のものであっても理解していない若
者が増加していることがわかり、住文化教育の必要性を確認することができた。 
（２）日本の小学校における住文化に関する教育の現状を把握するために、小学校全教科の教科
書から、住文化に関する記載内容を抽出し整理した。その結果、小学校においては国語の物語文
や説明文、社会の地理や歴史分野、家庭科の季節に応じた住まい方の学習、音楽科での挿絵や写
真、図工、理科、算数、体育の教科書においても、住文化に関する言葉や文章、写真やイラスト
等が見られ、さまざまな教科学習の中で住文化を扱う機会があることがわかった。小学校は担任
の教師が授業を行うことが多いことから、教師自身の住文化に対する知識や理解を深めること
で、子どもたちの関心をもち、理解を深める学習が可能であると考えられる。  
（３）教材としての伝統的な住まいやまちなみの実態を探るために、国内の各地方に残る伝統的
な住居やまちなみと関連する博物館などの社会教育施設を訪ね、子どもたちが住文化について
学ぶ場としての可能性を探った。具体的には、国内では、内子町（愛媛県）、倉敷美観地区、早



島町（岡山県）、竹中大工道具館、住まいのミュージアム「大阪くらしの今昔館」、奈良町、京町
家、川崎民家園、江戸東京たてもの園、昭和館、下町風俗資料館、四国村などを訪問し、伝統的
住居やまちなみ保存の状況、資料館の展示内容などを調査した。その結果、伝統的住居やまちな
みの再生は各地で進んでおり、わかりやすく魅力ある展示の工夫等が見られた。定期的にイベン
トを開催して、伝統の技術について体験を通して学ぶような取り組みも見られた。また、解説シ
ートや資料からは、情報提供のあり方や子どもたちに関心を持ってもらうための工夫について
もさまざまな示唆を得ることができた。 
国外においては北欧フィンランドとスウェーデンで野外建築博物館の視察を行い、多くの伝

統的住居や暮らしの展示内容や教育プログラムの事例を調査した。海外の事例では、高齢者を対
象にした「回想法」といえるようなプログラム事例もあり、今後の教育内容や方法を構想する上
での示唆を得ることができた。 
最終年度には、各地の展示内容や学習シートを参考に、教員志望の学生に対し、住文化に対す

る知識・理解を深めるための座学ののち、大学近くにある伝統的住居を移築展示している施設を
学生と共に視察した。その後、施設を利用する小学
生を想定した学習用教材（ワークシート）の開発を
行い、開発した教材は施設側に提供し、社会科見学
等で今後活用される予定である。 
また、日本国内でのエコミュージアム活動につい

て、既存の住民意識調査を改めて分析・考察した。
その結果、住民のエコミュージアム活動が、自分の
住んでいる地域の住文化に対する理解を深めるもの
であること、住民の地域への愛着心の醸成やソーシ
ャルキャピタルの高まりに対して寄与することがわ
かった。 
（４）学校教育における住文化に関する教育として
は、実践的な研究を行うことができた。これまでの
調査研究をもとに、日本の住文化を学ぶには、実際
に手で触れることや、体験することができる教材が
必要であるとの知見を得た。そこで、地元の職人に
教育のねらいを説明し、畳やふすま、障子などを、
素材は質の高い本物を使用したうえで、教室等に持
ち運びやすい小さいサイズでの製作を依頼した。具
体的には、図１のような精巧にできた教材畳等で、
畳の内部は昔ながらのわらでできたものと、近年多
くなったスタイロフォーム（発泡ポリスチレン）、木
質ボードの３種類のミニサイズとした。また、建具
の敷居や鴨居を理解しやすいように、実際に開け閉
めできる障子と襖の入った建具を、持ち運びできる
サイズで製作していただいた（図２）。これは障子が
雪見障子になっており、なめらかに上下する見事な
つくりであった。 
以上の教材を用いて、中学校技術・家庭科（家庭

分野）において、住文化の学びに環境の視点を関連付
けた授業展開を学校現場の教員とともに探った。授
業において、ミニサイズの畳や建具を教材として用
いることで、自然素材の肌触りや吸湿性等の長所、職
人の技術の高さ、持続可能な材料とは何か等を実体
験しながら学び考えることができ、中学生の住文化
への興味・関心を高めることができた。担当教員の話
からも、新たな住教育教材として有効であると確認
することができた。使用したミニサイズの畳は、研究
活動後、地域の中学校に提供し、今後も使っていただ
けることになった。また、さらに別の視点からの授業
も計画・実施することができた。高齢者理解と住文化
理解の両面から深める学びである。中学校家庭科教
員と共同で行い、調べ学習・グループ討議・体験等を
通して和室と洋室の住まいの特徴を理解しながら、
高齢期の望ましい住まい・住まい方等について生徒同士で討議する内容とした。授業の後、生徒
のワークシート記述から、高齢期の住まいに対する授業前後の考えの変化を分析・考察した。そ
の結果、和室と洋室の特徴を理解したうえで、高齢者の求める住環境について深く考えた様子が
伺えた。以上の学習により、ライフスタイルにふさわしい住環境や住文化への生徒の関心・知識・
理解の高まりが確認でき、開発授業および教材の有効性が確認できた。 
  

 

 

図１：中が見える教材用畳の一部 

1  

図２：教材用建具（8 分の１サイズ） 
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